
この試験問題用紙は再生紙を使用しています。

令
れい

和
わ

 8 年
ねん

度
ど

2 級
きゅう

管
かん

工
こう

事
じ

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

検
けん

定
てい

第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

（前
ぜん

期
き

）試
し

験
けん

問
もん

題
だい

　次
つぎ

の注
ちゅう

意
い

をよく読
よ

んでから解
かい

答
とう

してください。

【注
ちゅう

　意
い

】

 1．これは第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

の試
し

験
けん

問
もん

題
だい

で、表
ひょう

紙
し

とも 10 枚
まい

あります。

　　HB の鉛
えん

筆
ぴつ

又
また

はシャープペンシルで、解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）に試
し

験
けん

地
ち

、氏
し

名
めい

、受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

を記
き

入
にゅう

してください。

　　受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

は該
がい

当
とう

する数
すう

字
じ

をぬりつぶしてください。（万
まん

年
ねん

筆
ひつ

・ボールペンの使
し

用
よう

は不
ふ

可
か

）

　　解
かい

答
とう

を訂
てい

正
せい

する場
ば

合
あい

は、消
け

しゴムできれいに消
け

してから訂
てい

正
せい

してください。

 2．問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No. 1～ No. 6 は全
ぜん

問
もん

解
かい

答
とう

してください。

　　問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No. 7～ No.23 のうち 9問
もん

を解
かい

答
とう

してください。（10 問
もん

以
い

上
じょう

を解
かい

答
とう

すると減
げん

点
てん

）

　　問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.24～ No.28 は全
ぜん

問
もん

解
かい

答
とう

してください。

　　問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.29～ No.38 のうち 8問
もん

を解
かい

答
とう

してください。（ 9問
もん

以
い

上
じょう

を解
かい

答
とう

すると減
げん

点
てん

）

　　問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.39～ No.48 のうち 8問
もん

を解
かい

答
とう

してください。（ 9問
もん

以
い

上
じょう

を解
かい

答
とう

すると減
げん

点
てん

）

　　問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.49～ No.52 は施
せ

工
こう

管
かん

理
り

法
ほう

（基
き

礎
そ

的
てき

な能
のう

力
りょく

）の問
もん

題
だい

です。全
ぜん

問
もん

解
かい

答
とう

してください。

 3．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

の漢
かん

字
じ

のふりがなは、問
もん

題
だい

文
ぶん

の内
ない

容
よう

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えないものとします。

 4．この問
もん

題
だい

用
よう

紙
し

の余
よ

白
はく

は、計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

しても差
さ

し支
つか

えありません。

 5．解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は、試
し

験
けん

監
かん

督
とく

者
しゃ

に直
ちょく

接
せつ

提
てい

出
しゅつ

してから退
たい

室
しつ

してください。いかなる場
ば

合
あい

でも持
も

ち帰
かえ

りで

きません。

 6．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

は、試
し

験
けん

終
しゅう

了
りょう

時
じ

刻
こく

（12 時
じ

 40 分
ぷん

）まで在
ざい

席
せき

した方
かた

で、希
き

望
ぼう

者
しゃ

に限
かぎ

り持
も

ち帰
かえ

りを認
みと

めま

す。途
と

中
ちゅう

退
たい

室
しつ

者
しゃ

は、持
も

ち帰
かえ

りできません。

問題番号 解答記入欄

No. 1

No. 2

No. 49

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

記
き に

入
ゅう

例
れい

第
だい

一
いち

次
じ
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―  1  ―

【No. 1】 光
こう

化
か

学
がく

スモッグの発
はっ

生
せい

要
よう

因
いん

となるものとして、適
てき

当
とう

なものはどれか。

(1 　一
いっ

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

(2 　二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

(3 　窒
ちっ

素
そ

酸
さん

化
か

物
ぶつ

(4 　水
すい

蒸
じょう

気
き

【No. 2】 水
すい

平
へい

な円
えん

管
かん

の 直
ちょっ

管
かん

部
ぶ

を流
なが

れる 流
りゅう

体
たい

について、次
つぎ

の「流
りゅう

体
たい

の密
みつ

度
ど

」と「流
りゅう

速
そく

」の組
くみ

合
あわ

せ

のうち動
どう

圧
あつ

が 最
もっと

も大
おお

きくなるものとして、適
てき

当
とう

なものはどれか。

　［ 流
りゅう

体
たい

の密
みつ

度
ど

（kg/m3）］　　［ 流
りゅう

速
そく

（m/s）］

(1 　 1.1   1.4

(2 　 1.2   1.3

(3 　 1.3   1.2

(4 　 1.4   1.1

【No. 3】 湿
しめ

り空
くう

気
き

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

ただし、湿
しめ

り空
くう

気
き

の全
ぜん

圧
あつ

力
りょく

は一
いっ

定
てい

とする。

(1 　空
くう

気
き

中
ちゅう

に含
ふく

むことのできる水
すい

蒸
じょう

気
き

量
りょう

は、乾
かん

球
きゅう

温
おん

度
ど

が高
たか

くなると多
おお

くなる。

(2 　飽
ほう

和
わ

湿
しめ

り空
くう

気
き

は、その乾
かん

球
きゅう

温
おん

度
ど

では、それ以
い

上
じょう

水
すい

蒸
じょう

気
き

を含
ふく

むことができない。

(3 　相
そう

対
たい

湿
しつ

度
ど

が同
おな

じ場
ば

合
あい

、絶
ぜっ

対
たい

湿
しつ

度
ど

の低
ひく

い湿
しめ

り空
くう

気
き

のほうが露
ろ

点
てん

温
おん

度
ど

が高
たか

い。

(4 　飽
ほう

和
わ

湿
しめ

り空
くう

気
き

の乾
かん

球
きゅう

温
おん

度
ど

と湿
しっ

球
きゅう

温
おん

度
ど

は等
ひと

しい。

※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

 No. 1 から No.48 までの問
もん

題
だい

の正
せい

解
かい

は、 1 問
もん

について一
ひと

つです。
　 当

とう

該
がい

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

欄
らん

の正
せい

解
かい

と思
おも

う数
すう

字
じ

を一
ひと

つぬりつぶしてください。
　  1 問

もん

について、二
ふた

つ以
い

上
じょう

ぬりつぶしたものは、正
せい

解
かい

となりません。

※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

 No. 1 から No. 6 までの 6 問
もん

題
だい

は必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

です。全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。
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―  2  ―

【No. 4】 次
つぎ

のうち、室
しつ

内
ない

環
かん

境
きょう

に関
かん

係
けい

のないものはどれか。

(1 　予
よ

想
そう

平
へい

均
きん

申
しん

告
こく

（PMV）

(2 　化
か

学
がく

的
てき

酸
さん

素
そ

要
よう

求
きゅう

量
りょう

（COD）

(3 　不
ふ

快
かい

指
し

数
すう

(4 　ホルムアルデヒドの 量
りょう

　

【No. 5】 電
でん

気
き

設
せつ

備
び

工
こう

事
じ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　キュービクルは、受
じゅ

変
へん

電
でん

機
き

器
き

等
とう

を金
きん

属
ぞく

製
せい

の箱
はこ

に収
おさ

めたものである。

(2 　ケーブルラックは、はしご形
がた

やトレー形
がた

等
とう

のケーブル支
し

持
じ

材
ざい

である。

(3 　レースウェイは、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、倉
そう

庫
こ

や機
き

械
かい

室
しつ

等
とう

で 照
しょう

明
めい

器
き

具
ぐ

の取
とり

付
つ

けと配
はい

線
せん

等
とう

に使
し

用
よう

する。

(4 　ヒューズは、溶
よう

断
だん

したものでも繰
く

り返
かえ

し使
し

用
よう

できる。

【No. 6】 鉄
てっ

筋
きん

コンクリート造
ぞう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　水
みず

セメント比
ひ

が大
おお

きくなると、コンクリートの圧
あっ

縮
しゅく

強
きょう

度
ど

は高
たか

くなる。

(2 　鉄
てっ

筋
きん

は、異
い

形
けい

棒
ぼう

鋼
こう

のほうが丸
まる

鋼
こう

よりもコンクリートに対
たい

する付
ふ

着
ちゃく

性
せい

がよい。

(3 　コンクリートの打
だ

設
せつ

後
ご

、硬
こう

化
か

中
ちゅう

のコンクリートには、振
しん

動
どう

及
およ

び外
がい

力
りょく

を加
くわ

えないようにする。

(4 　コンクリートは、打
だ

設
せつ

後
ご

、所
しょ

定
てい

の 強
きょう

度
ど

を発
はっ

揮
き

するまで、 十
じゅう

分
ぶん

に湿
しつ

潤
じゅん

状
じょう

態
たい

を保
たも

つ。

(前期)２級管工事(１次).indd   2(前期)２級管工事(１次).indd   2 2026/05/15   16:07:492026/05/15   16:07:49



―  3  ―

【No. 7】 空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

方
ほう

式
しき

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　ファンコイルユニット・ダクト併
へい

用
よう

方
ほう

式
しき

は、空
くう

調
ちょう

対
たい

象
しょう

室
しつ

毎
ごと

の温
おん

度
ど

調
ちょう

整
せい

が可
か

能
のう

である。

(2 　定
てい

風
ふう

量
りょう

単
たん

一
いつ

ダクト方
ほう

式
しき

は、ファンコイルユニット・ダクト併
へい

用
よう

方
ほう

式
しき

に比
くら

べて、空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

の

送
そう

風
ふう

量
りょう

が小
ちい

さくなる。

(3 　ファンコイルユニット・ダクト併
へい

用
よう

方
ほう

式
しき

は、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、空
くう

調
ちょう

対
たい

象
しょう

室
しつ

内
ない

にファンコイルユニッ

トが設
せっ

置
ち

されるため、ファンコイルユニット及
およ

び水
みず

配
はい

管
かん

からの水
すい

損
そん

リスクがある。

(4 　定
てい

風
ふう

量
りょう

単
たん

一
いつ

ダクト方
ほう

式
しき

は、空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

で処
しょ

理
り

した空
くう

気
き

をダクトにより、一
いっ

定
てい

の風
ふう

量
りょう

で空
くう

調
ちょう

対
たい

象
しょう

室
しつ

内
ない

に送
そう

風
ふう

する。

【No. 8】 下
か

図
ず

に示
しめ

す定
てい

風
ふう

量
りょう

単
たん

一
いつ

ダクト方
ほう

式
しき

における湿
しめ

り空
くう

気
き

線
せん

図
ず

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　図
ず

は、暖
だん

房
ぼう

時
じ

の 状
じょう

態
たい

変
へん

化
か

を示
しめ

したものである。

(2 　室
しつ

内
ない

空
くう

気
き

の 状
じょう

態
たい

点
てん

は、◯1 である。

(3 　導
どう

入
にゅう

外
がい

気
き

の 状
じょう

態
たい

点
てん

は、◯2 である。

(4 　空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

出
で

口
ぐち

空
くう

気
き

の 状
じょう

態
たい

点
てん

は、◯3 である。

※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

 No. 7 から No.23 までの 17 問
もん

題
だい

のうちから 9 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し、解
かい

答
とう

してください。
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―  4  ―

【No. 9】 冷
れい

房
ぼう

時
じ

の熱
ねつ

負
ふ

荷
か

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　外
がい

壁
へき

からの熱
ねつ

負
ふ

荷
か

は、太
たい

陽
よう

日
にっ

射
しゃ

の影
えい

響
きょう

も考
こう

慮
りょ

する。

(2 　OA 機
き

器
き

による熱
ねつ

負
ふ

荷
か

は、顕
けん

熱
ねつ

である。

(3 　構
こう

造
ぞう

体
たい

の空
くう

気
き

層
そう

は、熱
ねつ

通
つう

過
か

率
りつ

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えない。

(4 　窓
まど

ガラス面
めん

からの熱
ねつ

負
ふ

荷
か

は、ブラインドの有
う

無
む

を考
こう

慮
りょ

する。

【No. 10】 定
てい

風
ふう

量
りょう

単
たん

一
いつ

ダクト方
ほう

式
しき

のユニット形
がた

空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

を制
せい

御
ぎょ

するために必
ひつ

要
よう

な自
じ

動
どう

制
せい

御
ぎょ

機
き

器
き

の

うち、関
かん

係
けい

のないものはどれか。

(1 　電
でん

動
どう

三
さん

方
ほう

弁
べん

(2 　フロートスイッチ

(3 　温
おん

度
ど

調
ちょう

節
せつ

器
き

(4 　湿
しつ

度
ど

調
ちょう

節
せつ

器
き

【No. 11】 温
おん

水
すい

暖
だん

房
ぼう

における膨
ぼう

張
ちょう

タンクに関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　密
みっ

閉
ぺい

式
しき

膨
ぼう

張
ちょう

タンクを用
もち

いる場
ば

合
あい

は、配
はい

管
かん

系
けい

が異
い

常
じょう

に圧
あつ

力
りょく

上
じょう

昇
しょう

することを防
ぼう

止
し

するために

安
あん

全
ぜん

弁
べん

を設
もう

ける。

(2 　開
かい

放
ほう

式
しき

膨
ぼう

張
ちょう

タンクは、配
はい

管
かん

系
けい

のエア抜
ぬ

きとしても利
り

用
よう

できる。

(3 　密
みっ

閉
ぺい

式
しき

膨
ぼう

張
ちょう

タンクは、開
かい

放
ほう

式
しき

膨
ぼう

張
ちょう

タンクに比
くら

べ、設
せっ

置
ち

場
ば

所
しょ

の制
せい

限
げん

が少
すく

ない。

(4 　開
かい

放
ほう

式
しき

膨
ぼう

張
ちょう

タンクにボイラーの逃
に

がし管
かん

を接
せつ

続
ぞく

する場
ば

合
あい

は、その途
と

中
ちゅう

に保
ほ

守
しゅ

用
よう

の仕
し

切
きり

弁
べん

を設
もう

ける。

【No. 12】 パッケージ形
がた

空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　ガスエンジンヒートポンプ式
しき

は、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、暖
だん

房
ぼう

時
じ

にガスエンジンの排
はい

気
き

ガスや冷
れい

却
きゃく

水
すい

の排
はい

熱
ねつ

を有
ゆう

効
こう

利
り

用
よう

している。

(2 　マルチパッケージ形
がた

は、 1 台
だい

の屋
おく

外
がい

機
き

で複
ふく

数
すう

台
だい

の屋
おく

内
ない

機
き

を接
せつ

続
ぞく

することができる。

(3 　ガスエンジンヒートポンプ式
しき

は、ガスエンジンで発
はつ

電
でん

した電
でん

力
りょく

を利
り

用
よう

して圧
あっ

縮
しゅく

機
き

用
よう

電
でん

動
どう

機
き

を

駆
く

動
どう

する。

(4 　圧
あっ

縮
しゅく

機
き

用
よう

電
でん

動
どう

機
き

の回
かい

転
てん

数
すう

制
せい

御
ぎょ

は、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、インバーター方
ほう

式
しき

が用
もち

いられている。
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【No. 13】 床
ゆか

面
めん

積
せき

の合
ごう

計
けい

が 100 m2 を超
こ

える 住
じゅう

宅
たく

の 調
ちょう

理
り

室
しつ

に設
せっ

置
ち

するガスコンロ（開
かい

放
ほう

式
しき

燃
ねん

焼
しょう

器
き

具
ぐ

）の廃
はい

ガス等
とう

を、換
かん

気
き

扇
せん

等
とう

により排
はい

気
き

する場
ば

合
あい

の必
ひつ

要
よう

有
ゆう

効
こう

換
かん

気
き

量
りょう

として、「建
けん

築
ちく

基
き

準
じゅん

法
ほう

」上
じょう

、正
ただ

しいものはどれか。

ただし、排
はい

気
き

フードは設
もう

けないものとする。

ここで、Ｋ：燃
ねん

料
りょう

の単
たん

位
い

燃
ねん

焼
しょう

量
りょう

当
あ

たりの理
り

論
ろん

廃
はい

ガス 量
りょう

［m3/（kW・h）］

　　　　Ｑ：火
ひ

を使
し

用
よう

する器
き

具
ぐ

の実
じっ

況
きょう

に応
おう

じた燃
ねん

料
りょう

消
しょう

費
ひ

量
りょう

［kW］

(1 　2 KQ［m3/h］

(2 　20 KQ［m3/h］

(3 　30 KQ［m3/h］

(4 　40 KQ［m3/h］

【No. 14】 換
かん

気
き

設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　第
だい

三
さん

種
しゅ

機
き

械
かい

換
かん

気
き

方
ほう

式
しき

では、換
かん

気
き

対
たい

象
しょう

室
しつ

内
ない

は負
ふ

圧
あつ

となる。

(2 　火
か

気
き

使
し

用
よう

室
しつ

等
とう

で、室
しつ

内
ない

の空
くう

気
き

汚
お

染
せん

の発
はっ

生
せい

源
げん

が 局
きょく

所
しょ

的
てき

に限
げん

定
てい

される場
ば

合
あい

には、 局
きょく

所
しょ

換
かん

気
き

が有
ゆう

効
こう

である。

(3 　第
だい

二
に

種
しゅ

機
き

械
かい

換
かん

気
き

方
ほう

式
しき

では、換
かん

気
き

対
たい

象
しょう

室
しつ

内
ない

は正
せい

圧
あつ

となる。

(4 　温
おん

度
ど

差
さ

を利
り

用
よう

する自
し

然
ぜん

換
かん

気
き

方
ほう

式
しき

では、換
かん

気
き

対
たい

象
しょう

室
しつ

の高
たか

い位
い

置
ち

に 給
きゅう

気
き

口
こう

を設
もう

ける。

【No. 15】 水
すい

道
どう

水
すい

の水
すい

質
しつ

基
き

準
じゅん

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　pH 値
ち

は、5.8 以
い

上
じょう

 8.6 以
い

下
か

とされている。

(2 　大
だい

腸
ちょう

菌
きん

は、 1 mL の検
けん

水
すい

で形
けい

成
せい

される 集
しゅう

落
らく

数
すう

が 100 以
い

下
か

であることとされている。

(3 　 臭
しゅう

気
き

は、異
い

常
じょう

でないこととされている。

(4 　色
しき

度
ど

は、 5 度
ど

以
い

下
か

であることとされている。

【No. 16】 下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

きょの接
せつ

合
ごう

方
ほう

法
ほう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　水
すい

面
めん

接
せつ

合
ごう

は、管
かん

の 中
ちゅう

心
しん

を一
いっ

致
ち

させて接
せつ

合
ごう

する方
ほう

法
ほう

である。

(2 　管
かん

頂
ちょう

接
せつ

合
ごう

は、管
かん

の内
ない

面
めん

頂
ちょう

部
ぶ

の高
たか

さを合
あ

わせて接
せつ

合
ごう

する方
ほう

法
ほう

である。

(3 　段
だん

差
さ

接
せつ

合
ごう

は、地
ち

表
ひょう

勾
こう

配
ばい

に応
おう

じて適
てき

切
せつ

な間
かん

隔
かく

でマンホールを設
もう

けて接
せつ

合
ごう

する方
ほう

法
ほう

である。

(4 　管
かん

底
てい

接
せつ

合
ごう

は、管
かん

の内
ない

面
めん

底
てい

部
ぶ

の高
たか

さを合
あ

わせて接
せつ

合
ごう

する方
ほう

法
ほう

である。
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【No. 17】 給
きゅう

水
すい

設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　受
じゅ

水
すい

タンクへの 給
きゅう

水
すい

には、ウォーターハンマーを起
お

こりにくくするため、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、定
てい

水
すい

位
い

調
ちょう

整
せい

弁
べん

が用
もち

いられる。

(2 　水
すい

道
どう

直
ちょっ

結
けつ

増
ぞう

圧
あつ

方
ほう

式
しき

は、受
じゅ

水
すい

タンクを設
もう

ける必
ひつ

要
よう

がない。

(3 　受
じゅ

水
すい

タンクは、保
ほ

守
しゅ

点
てん

検
けん

及
およ

び清
せい

掃
そう

を考
こう

慮
りょ

し、 2 槽
そう

分
ぶん

割
かつ

等
とう

にする。

(4 　ホースを接
せつ

続
ぞく

して使
し

用
よう

する水
すい

栓
せん

には、 逆
ぎゃく

サイホン防
ぼう

止
し

のために 逆
ぎゃく

止
し

弁
べん

を設
もう

ける。

【No. 18】 給
きゅう

湯
とう

設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　 中
ちゅう

央
おう

給
きゅう

湯
とう

方
ほう

式
しき

の配
はい

管
かん

方
ほう

式
しき

は、上
うえ

向
む

き 供
きょう

給
きゅう

方
ほう

式
しき

と下
した

向
む

き 供
きょう

給
きゅう

方
ほう

式
しき

がある。

(2 　ヒートポンプ 給
きゅう

湯
とう

機
き

は、給
きゅう

湯
とう

機
き

の排
はい

気
き

ガスの潜
せん

熱
ねつ

を 給
きゅう

湯
とう

の予
よ

熱
ねつ

として利
り

用
よう

するものである。

(3 　 中
ちゅう

央
おう

給
きゅう

湯
とう

方
ほう

式
しき

の 給
きゅう

湯
とう

配
はい

管
かん

の 直
ちょっ

管
かん

部
ぶ

には、湯
ゆ

温
おん

の変
へん

化
か

による伸
しん

縮
しゅく

を 吸
きゅう

収
しゅう

するため、伸
しん

縮
しゅく

継
つぎ

手
て

等
とう

を設
もう

ける。

(4 　 中
ちゅう

央
おう

給
きゅう

湯
とう

方
ほう

式
しき

の 給
きゅう

湯
とう

用
よう

循
じゅん

環
かん

ポンプは、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、貯
ちょ

湯
とう

タンクへの返
へん

湯
とう

管
かん

に設
もう

ける。

【No. 19】 排
はい

水
すい

設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　オイル阻
そ

集
しゅう

器
き

は、汚
お

水
すい

中
ちゅう

に含
ふく

まれている動
どう

植
しょく

物
ぶつ

系
けい

の油
ゆ

脂
し

類
るい

を除
じょ

去
きょ

するものである。

(2 　阻
そ

集
しゅう

器
き

にはトラップ機
き

能
のう

を持
も

つものが多
おお

く、器
き

具
ぐ

にトラップを設
もう

けると二
に

重
じゅう

トラップになる

おそれがある。

(3 　トラップますは、 臭
しゅう

気
き

が 逆
ぎゃく

流
りゅう

しない構
こう

造
ぞう

とする。

(4 　Ｕトラップは、排
はい

水
すい

配
はい

管
かん

の途
と

中
ちゅう

に設
もう

けるトラップである。

【No. 20】 排
はい

水
すい

設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　屋
おく

内
ない

からの排
はい

水
すい

管
かん

を屋
おく

外
がい

排
はい

水
すい

管
かん

に接
せつ

続
ぞく

する場
ば

合
あい

は、排
はい

水
すい

ますを介
かい

して 行
おこな

う。

(2 　排
はい

水
すい

横
よこ

主
しゅ

管
かん

及
およ

び排
はい

水
すい

横
よこ

枝
えだ

管
かん

の起
き

点
てん

部
ぶ

には、掃
そう

除
じ

口
こう

を設
もう

ける。

(3 　トラップの封
ふう

水
すい

は、誘
ゆう

導
どう

サイホン作
さ

用
よう

、自
じ

己
こ

サイホン作
さ

用
よう

、 蒸
じょう

発
はつ

、毛
もう

管
かん

現
げん

象
しょう

等
とう

により破
は

封
ふう

す

る。

(4 　ドラムトラップは、サイホン式
しき

トラップの一
いっ

種
しゅ

である。
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【No. 21】 屋
おく

内
ない

消
しょう

火
か

栓
せん

設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　屋
おく

内
ない

消
しょう

火
か

栓
せん

箱
ばこ

の位
い

置
ち

表
ひょう

示
じ

灯
とう

は、赤
あか

色
いろ

でなくてもよい。

(2 　屋
おく

内
ない

消
しょう

火
か

栓
せん

設
せつ

備
び

の非
ひ

常
じょう

電
でん

源
げん

は、蓄
ちく

電
でん

池
ち

設
せつ

備
び

でもよい。

(3 　屋
おく

内
ない

消
しょう

火
か

栓
せん

の開
かい

閉
へい

弁
べん

の位
い

置
ち

は、自
じ

動
どう

式
しき

のものでない場
ば

合
あい

、床
ゆか

面
めん

からの高
たか

さを 1.5 m 以
い

下
か

とす

る。

(4 　加
か

圧
あつ

送
そう

水
すい

装
そう

置
ち

は、 直
ちょく

接
せつ

操
そう

作
さ

によってのみ停
てい

止
し

できるものとする。

【No. 22】 ガス設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　都
と

市
し

ガスの導
どう

管
かん

の敷
ふ

設
せつ

位
い

置
ち

による区
く

分
ぶん

としての「内
ない

管
かん

」とは、需
じゅ

要
よう

家
か

に引
ひ

き込
こ

まれる導
どう

管
かん

のう

ち、敷
しき

地
ち

境
きょう

界
かい

線
せん

からガス栓
せん

までの導
どう

管
かん

をいう。

(2 　液
えき

化
か

石
せき

油
ゆ

ガス（LPG）のガス容
よう

器
き

は、常
つね

に温
おん

度
ど

を 40 ℃以
い

下
か

に保
たも

つ措
そ

置
ち

をとる。

(3 　液
えき

化
か

天
てん

然
ねん

ガス（LNG）は、メタンを主
しゅ

成
せい

分
ぶん

とした天
てん

然
ねん

ガスを冷
れい

却
きゃく

して液
えき

化
か

したものである。

(4 　液
えき

化
か

天
てん

然
ねん

ガス（LNG）は、液
えき

化
か

石
せき

油
ゆ

ガス（LPG）より単
たん

位
い

容
よう

積
せき

あたりの発
はつ

熱
ねつ

量
りょう

が大
おお

きい。

【No. 23】 浄
じょう

化
か

槽
そう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　 浄
じょう

化
か

槽
そう

は、水
すい

洗
せん

便
べん

所
じょ

のし 尿
にょう

や工
こう

場
じょう

廃
はい

水
すい

等
とう

の汚
お

水
すい

を処
しょ

理
り

する設
せつ

備
び

又
また

は施
し

設
せつ

である。

(2 　 浄
じょう

化
か

槽
そう

の躯
く

体
たい

は、FRP 製
せい

、鉄
てっ

筋
きん

コンクリート製
せい

等
とう

がある。

(3 　処
しょ

理
り

工
こう

程
てい

の一
いち

次
じ

処
しょ

理
り

とは、主
しゅ

として沈
ちん

降
こう

性
せい

の浮
ふ

遊
ゆう

物
ぶっ

質
しつ

を除
じょ

去
きょ

することである。

(4 　脱
だっ

窒
ちつ

ろ 床
しょう

接
せっ

触
しょく

ばっ気
き

方
ほう

式
しき

では、BOD と窒
ちっ

素
そ

を除
じょ

去
きょ

することができる。
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【No. 24】 飲
いん

料
りょう

用
よう

給
きゅう

水
すい

タンクに関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　鋼
こう

板
はん

製
せい

一
いっ

体
たい

形
がた

タンク内
ない

面
めん

の防
ぼう

錆
せい

処
しょ

理
り

は、エポキシ樹
じゅ

脂
し

ライニング等
とう

を 施
ほどこ

す。

(2 　FRP 製
せい

タンクは、日
にっ

光
こう

を遮
しゃ

断
だん

し、紫
し

外
がい

線
せん

にも強
つよ

い。

(3 　FRP 製
せい

パネルタンクには、FRP を 表
ひょう

面
めん

材
ざい

とし、合
ごう

成
せい

樹
じゅ

脂
し

発
はっ

泡
ぽう

材
ざい

を心
しん

材
ざい

としたサンドイッチ構
こう

造
ぞう

のものがある。

(4 　木
もく

製
せい

タンクは、金
きん

属
ぞく

製
せい

タンクに比
くら

べ熱
ねつ

伝
でん

導
どう

率
りつ

が小
ちい

さい。

【No. 25】 遠
えん

心
しん

ポンプに関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　ポンプの吐
はき

出
だ

し側
がわ

の 調
ちょう

整
せい

弁
べん

を絞
しぼ

ると抵
てい

抗
こう

が増
ぞう

加
か

し、吐
はき

出
だ

し 量
りょう

は減
げん

少
しょう

する。

(2 　揚
よう

程
てい

は、ポンプの回
かい

転
てん

速
そく

度
ど

の 2 乗
じょう

に比
ひ

例
れい

して変
へん

化
か

する。

(3 　ポンプ特
とく

性
せい

が同
どう

一
いつ

のポンプを並
へい

列
れつ

運
うん

転
てん

した場
ば

合
あい

、揚
よう

程
てい

は 2 倍
ばい

になる。

(4 　軸
じく

動
どう

力
りょく

は、ポンプの回
かい

転
てん

速
そく

度
ど

の 3 乗
じょう

に比
ひ

例
れい

して変
へん

化
か

する。

【No. 26】 配
はい

管
かん

材
ざい

料
りょう

及
およ

び配
はい

管
かん

付
ふ

属
ぞく

品
ひん

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　ボールタップは、タンク等
とう

の自
じ

動
どう

給
きゅう

水
すい

・止
し

水
すい

に使
し

用
よう

する。

(2 　ボール弁
べん

は、 流
りゅう

体
たい

を一
いち

方
ほう

向
こう

のみに流
なが

し、 逆
ぎゃく

流
りゅう

を防
ぼう

止
し

する弁
べん

である。

(3 　銅
どう

管
かん

は、肉
にく

厚
あつ

によりＫ、Ｌ及
およ

びＭタイプに分
ぶん

類
るい

される。

(4 　ストレーナーは、配
はい

管
かん

内
ない

のゴミ等
とう

を取
と

り除
のぞ

き、弁
べん

類
るい

や機
き

器
き

類
るい

の損
そん

傷
しょう

を防
ふせ

ぐ。

【No. 27】 ダクト及
およ

びダクト附
ふ

属
ぞく

品
ひん

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　たわみ継
つぎ

手
て

は、ダクトと当
とう

該
がい

ダクトを接
せつ

続
ぞく

する機
き

器
き

との位
い

置
ち

合
あ

わせのために使
し

用
よう

する。

(2 　コーナーボルト工
こう

法
ほう

には、共
とも

板
いた

フランジ工
こう

法
ほう

とスライドオンフランジ工
こう

法
ほう

がある。

(3 　防
ぼう

火
か

ダンパーのケーシング及
およ

び羽
は

根
ね

は、厚
あつ

さ 1.5 mm 以
い

上
じょう

の鋼
こう

板
はん

製
せい

のものとする。

(4 　防
ぼう

火
か

ダンパーには、温
おん

度
ど

ヒューズ型
がた

ダンパーや 煙
けむり

感
かん

知
ち

器
き

連
れん

動
どう

型
がた

ダンパー等
とう

がある。

※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

 No.24 から No.28 までの 5 問
もん

題
だい

は必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

です。全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

(前期)２級管工事(１次).indd   8(前期)２級管工事(１次).indd   8 2026/05/15   16:07:522026/05/15   16:07:52
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【No. 28】 パ ッ ケ ー ジ 形
がた

空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

の 機
き

器
き

仕
し

様
よう

と し て 設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

に 記
き

載
さい

す る 項
こう

目
もく

の う ち、

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　冷
れい

温
おん

水
すい

出
で

入
いり

口
ぐち

温
おん

度
ど

(2 　屋
おく

外
がい

吸
すい

込
こみ

空
くう

気
き

温
おん

度
ど

(3 　形
けい

式
しき

(4 　屋
おく

内
ない

機
き

用
よう

送
そう

風
ふう

機
き

の電
でん

動
どう

機
き

容
よう

量
りょう

　

(前期)２級管工事(１次).indd   9(前期)２級管工事(１次).indd   9 2026/05/15   16:07:532026/05/15   16:07:53
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【No. 29】 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

における施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

等
とう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

及
およ

び工
こう

事
じ

関
かん

係
けい

図
と

書
しょ

は、監
かん

督
とく

員
いん

の 承
しょう

諾
だく

を受
う

けた場
ば

合
あい

を除
のぞ

き、工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

のために使
し

用
よう

する以
い

外
がい

の目
もく

的
てき

で第
だい

三
さん

者
しゃ

に使
し

用
よう

させない。

(2 　工
こう

事
じ

写
しゃ

真
しん

は、後
ご

日
じつ

の目
もく

視
し

検
けん

査
さ

が容
よう

易
い

でない箇
か

所
しょ

のほか、設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

で定
さだ

められている箇
か

所
しょ

につい

ても撮
さつ

影
えい

しなければならない。

(3 　 標
ひょう

準
じゅん

仕
し

様
よう

書
しょ

と特
とっ

記
き

仕
し

様
よう

書
しょ

の内
ない

容
よう

に相
そう

違
い

がある場
ば

合
あい

、 標
ひょう

準
じゅん

仕
し

様
よう

書
しょ

を優
ゆう

先
せん

させる。

(4 　仮
か

設
せつ

計
けい

画
かく

は、設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

に定
さだ

めがない場
ば

合
あい

、受
じゅ

注
ちゅう

者
しゃ

の責
せき

任
にん

において定
さだ

める。

【No. 30】 下
か

図
ず

に示
しめ

すネットワーク工
こう

程
てい

表
ひょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

ただし、図
ず

中
ちゅう

のイベント間
かん

のＡ～Ｈは作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

、日
にっ

数
すう

は作
さ

業
ぎょう

日
にっ

数
すう

を 表
あらわ

す。

(1 　クリティカルパスは 3 本
ぼん

で、全
ぜん

体
たい

の所
しょ

要
よう

日
にっ

数
すう

は 15 日
にち

である。

(2 　作
さ

業
ぎょう

Ｈの作
さ

業
ぎょう

日
にっ

数
すう

を 1 日
にち

短
たん

縮
しゅく

できると、全
ぜん

体
たい

の所
しょ

要
よう

日
にっ

数
すう

も 1 日
にち

短
たん

縮
しゅく

することができる。

(3 　作
さ

業
ぎょう

Ｄが開
かい

始
し

される前
まえ

に、作
さ

業
ぎょう

Ａと作
さ

業
ぎょう

Ｂは 終
しゅう

了
りょう

していなければならない。

(4 　◯2－◯3 間
かん

や◯4－◯5 間
かん

のような作
さ

業
ぎょう

の相
そう

互
ご

関
かん

係
けい

だけを示
しめ

す点
てん

線
せん

矢
や

印
じるし

をダミーという。

【No. 31】 施
せ

工
こう

の品
ひん

質
しつ

を確
かく

認
にん

するための検
けん

査
さ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　防
ぼう

火
か

区
く

画
かく

貫
かん

通
つう

箇
か

所
しょ

の穴
あな

埋
う

めの確
かく

認
にん

は、抜
ぬき

取
とり

検
けん

査
さ

とする。

(2 　排
はい

水
すい

用
よう

水
すい

中
ちゅう

モーターポンプのレベルスイッチの信
しん

号
ごう

による発
はっ

停
てい

の確
かく

認
にん

は、全
ぜん

数
すう

検
けん

査
さ

とする。

(3 　 給
きゅう

水
すい

配
はい

管
かん

の水
すい

圧
あつ

試
し

験
けん

による確
かく

認
にん

は、全
ぜん

数
すう

検
けん

査
さ

とする。

(4 　防
ぼう

火
か

ダンパーの温
おん

度
ど

ヒューズの作
さ

動
どう

の確
かく

認
にん

は、抜
ぬき

取
とり

検
けん

査
さ

とする。

※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

 No.29 から No.38 までの 10 問
もん

題
だい

のうちから 8 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し、解
かい

答
とう

してください。

(前期)２級管工事(１次).indd   10(前期)２級管工事(１次).indd   10 2026/05/15   16:07:532026/05/15   16:07:53
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【No. 32】 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

における安
あん

全
ぜん

管
かん

理
り

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　折
お

りたたみ式
しき

の脚
きゃ

立
たつ

は、脚
あし

と水
すい

平
へい

面
めん

との角
かく

度
ど

を確
かく

実
じつ

に保
たも

つための金
かな

具
ぐ

等
とう

を備
そな

えたものとする。

(2 　移
い

動
どう

式
しき

クレーンに係
かか

る作
さ

業
ぎょう

の実
じっ

施
し

について、 強
きょう

風
ふう

のため危
き

険
けん

が予
よ

想
そう

されるときは、当
とう

該
がい

作
さ

業
ぎょう

を 中
ちゅう

止
し

する。

(3 　建
けん

設
せつ

業
ぎょう

における労
ろう

働
どう

災
さい

害
がい

は、 長
ちょう

期
き

的
てき

には減
げん

少
しょう

傾
けい

向
こう

にあるものの、死
し

亡
ぼう

者
しゃ

数
すう

の割
わり

合
あい

は全
ぜん

産
さん

業
ぎょう

の約
やく

3 割
わり

を占
し

める。

(4 　脚
きゃ

立
たつ

の脚
あし

と水
すい

平
へい

面
めん

との角
かく

度
ど

は、80 度
ど

以
い

下
か

とする。

【No. 33】 機
き

器
き

の据
すえ

付
つ

けに関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　送
そう

風
ふう

機
き

やポンプの屋
おく

内
ない

コンクリート基
き

礎
そ

をあと施
せ

工
こう

する場
ば

合
あい

、つなぎ鉄
てっ

筋
きん

等
とう

で床
ゆか

スラブと一
いっ

体
たい

化
か

する。

(2 　送
そう

風
ふう

機
き

とモーターのプーリーの心
しん

出
だ

しは、プーリーの外
そと

側
がわ

に 定
じょう

規
ぎ

、水
みず

糸
いと

等
とう

を当
あ

て 調
ちょう

整
せい

する。

(3 　ポンプとモーターの軸
じく

心
しん

の確
かく

認
にん

は、カップリングの外
がい

周
しゅう

に 定
じょう

規
ぎ

等
とう

を当
あ

てて 行
おこな

う。

(4 　排
はい

水
すい

用
よう

水
すい

中
ちゅう

モーターポンプの据
すえ

付
つけ

位
い

置
ち

は、排
はい

水
すい

槽
そう

への排
はい

水
すい

の 流
りゅう

入
にゅう

部
ぶ

に近
ちか

い場
ば

所
しょ

とする。

【No. 34】 配
はい

管
かん

及
およ

び配
はい

管
かん

附
ふ

属
ぞく

品
ひん

の施
せ

工
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　受
じゅ

水
すい

タンクの吐
と

水
すい

側
がわ

配
はい

管
かん

に設
もう

ける緊
きん

急
きゅう

遮
しゃ

断
だん

弁
べん

は、地
じ

震
しん

時
じ

の水
みず

の確
かく

保
ほ

に有
ゆう

効
こう

である。

(2 　敷
しき

地
ち

排
はい

水
すい

管
かん

の合
ごう

流
りゅう

箇
か

所
しょ

、曲
ま

がる箇
か

所
しょ

等
とう

には、排
はい

水
すい

ますを設
もう

ける。

(3 　 給
きゅう

水
すい

横
よこ

走
ばし

り管
かん

より下
か

方
ほう

に 供
きょう

給
きゅう

する分
ぶん

岐
き

管
かん

は、配
はい

管
かん

上
じょう

部
ぶ

から取
と

り出
だ

す。

(4 　排
はい

水
すい

横
よこ

枝
えだ

管
かん

の管
かん

径
けい

が 75 mm の場
ば

合
あい

、大
だい

便
べん

器
き

の接
せつ

続
ぞく

は、 2 個
こ

までとする。

【No. 35】 ダクト及
およ

びダクト附
ふ

属
ぞく

品
ひん

の施
せ

工
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　ダクトの断
だん

面
めん

を変
へん

形
けい

させ 縮
しゅく

小
しょう

するときの傾
けい

斜
しゃ

角
かく

度
ど

は、30 度
ど

以
い

下
か

とする。

(2 　外
がい

気
き

取
と

り入
い

れチャンバーに設
せっ

置
ち

する点
てん

検
けん

口
こう

は、外
そと

開
びら

きとする。

(3 　フレキシブルダクトは、振
しん

動
どう

伝
でん

播
ぱ

防
ぼう

止
し

のために使
し

用
よう

する。

(4 　 厨
ちゅう

房
ぼう

の排
はい

気
き

ダクトには、ダクト内
ない

の点
てん

検
けん

ができるように点
てん

検
けん

口
こう

等
とう

を設
もう

ける。

(前期)２級管工事(１次).indd   11(前期)２級管工事(１次).indd   11 2026/05/15   16:07:542026/05/15   16:07:54
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【No. 36】 塗
と

装
そう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　配
はい

管
かん

用
よう

炭
たん

素
そ

鋼
こう

鋼
こう

管
かん

（白
しろ

）に塗
と

装
そう

する場
ば

合
あい

、下
した

塗
ぬ

り塗
と

装
そう

は不
ふ

要
よう

である。

(2 　配
はい

管
かん

用
よう

炭
たん

素
そ

鋼
こう

鋼
こう

管
かん

（黒
くろ

）は、下
した

塗
ぬ

り塗
と

料
りょう

として、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、さび止
ど

めペイントが使
し

用
よう

される。

(3 　塗
と

装
そう

場
ば

所
しょ

の相
そう

対
たい

湿
しつ

度
ど

が 85 ％以
い

上
じょう

の場
ば

合
あい

、原
げん

則
そく

として、塗
と

装
そう

を 行
おこな

わない。

(4 　塗
と

装
そう

場
ば

所
しょ

の気
き

温
おん

が 5 ℃以
い

下
か

の場
ば

合
あい

、原
げん

則
そく

として、塗
と

装
そう

を 行
おこな

わない。

【No. 37】 渦
うず

巻
まき

ポンプの試
し

運
うん

転
てん

における一
いっ

般
ぱん

的
てき

な実
じっ

施
し

順
じゅん

序
じょ

として、適
てき

当
とう

なものはどれか。

　Ａ：機
き

器
き

および配
はい

管
かん

系
けい

のエア抜
ぬ

きを 行
おこな

い、満
まん

水
すい

状
じょう

態
たい

にする。

　Ｂ：吐
はき

出
だ

し側
がわ

弁
べん

を全
ぜん

開
かい

にする。

　Ｃ：吐
はき

出
だ

し側
がわ

弁
べん

を全
ぜん

閉
ぺい

にする。

　Ｄ： 瞬
しゅん

時
じ

運
うん

転
てん

し、回
かい

転
てん

方
ほう

向
こう

を確
かく

認
にん

する。

　Ｅ：キャビテーション、サージング現
げん

象
しょう

のないことを確
かく

認
にん

する。

　Ｆ：連
れん

続
ぞく

運
うん

転
てん

を 行
おこな

い、吐
はき

出
だ

し側
がわ

弁
べん

を徐
じょ

々
じょ

に閉
と

じて規
き

定
てい

水
すい

量
りょう

に 調
ちょう

整
せい

する。

　Ｇ：連
れん

続
ぞく

運
うん

転
てん

を 行
おこな

い、吐
はき

出
だ

し側
がわ

弁
べん

を徐
じょ

々
じょ

に開
ひら

いて規
き

定
てい

水
すい

量
りょう

に 調
ちょう

整
せい

する。

(1 　Ａ → Ｂ → Ｄ → Ｅ → Ｆ

(2 　Ａ → Ｂ → Ｄ → Ｆ → Ｅ

(3 　Ａ → Ｃ → Ｄ → Ｅ → Ｇ

(4 　Ａ → Ｃ → Ｄ → Ｇ → Ｅ

【No. 38】 風
ふう

量
りょう

調
ちょう

整
せい

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

(1 　ダクト内
ない

の風
ふう

量
りょう

測
そく

定
てい

は、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、多
た

点
てん

風
ふう

速
そく

測
そく

定
てい

法
ほう

で 行
おこな

う。

(2 　ダクト系
けい

の風
ふう

量
りょう

調
ちょう

整
せい

は、吹
ふき

出
だし

口
ぐち

・吸
すい

込
こみ

口
ぐち

のシャッター、分
ぶん

岐
き

部
ぶ

等
とう

の風
ふう

量
りょう

調
ちょう

整
せい

ダンパーを全
ぜん

閉
ぺい

にしてから 行
おこな

う。

(3 　シーリングディフューザーは、吹
ふき

出
だし

気
き

流
りゅう

の拡
かく

散
さん

が大
おお

きいため、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、フード付
つき

の風
ふう

量
りょう

計
けい

を用
もち

いて測
そく

定
てい

する。

(4 　風
ふう

量
りょう

測
そく

定
てい

に使
し

用
よう

する風
ふう

速
そく

計
けい

は、熱
ねっ

線
せん

風
ふう

速
そく

計
けい

、ピトー管
かん

等
とう

を用
もち

いる。
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【No. 39】 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

における作
さ

業
ぎょう

のうち、「労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

」上
じょう

、作
さ

業
ぎょう

主
しゅ

任
にん

者
しゃ

を選
せん

任
にん

すべき作
さ

業
ぎょう

に該
がい

当
とう

しないものはどれか。

(1 　ボイラー（小
こ

型
がた

ボイラーを除
のぞ

く。）の取
とり

扱
あつか

いの作
さ

業
ぎょう

　

(2 　掘
くっ

削
さく

面
めん

の高
たか

さが 1 m の地
じ

山
やま

の掘
くっ

削
さく

（ずい道
どう

及
およ

びたて坑
こう

以
い

外
がい

の坑
こう

の掘
くっ

削
さく

を除
のぞ

く。）作
さ

業
ぎょう

　

(3 　土
ど

止
ど

め支
し

保
ほ

工
こう

の切
き

りばり又
また

は腹
はら

起
お

こしの取
とり

付
つ

け又
また

は取
と

り外
はず

しの作
さ

業
ぎょう

　

(4 　石
いし

綿
わた

が 0.5 ％含
ふく

まれる保
ほ

温
おん

材
ざい

の除
じょ

去
きょ

作
さ

業
ぎょう

　

【No. 40】 労
ろう

働
どう

契
けい

約
やく

の締
てい

結
けつ

に際
さい

し、「労
ろう

働
どう

基
き

準
じゅん

法
ほう

」上
じょう

、使
し

用
よう

者
しゃ

が労
ろう

働
どう

者
しゃ

に対
たい

して明
めい

示
じ

しなければな

らない労
ろう

働
どう

条
じょう

件
けん

として、定
さだ

められていないものはどれか。

(1 　賃
ちん

金
ぎん

に関
かん

する事
じ

項
こう

(2 　労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

に関
かん

する事
じ

項
こう

(3 　福
ふく

利
り

厚
こう

生
せい

施
し

設
せつ

の利
り

用
よう

に関
かん

する事
じ

項
こう

(4 　退
たい

職
しょく

に関
かん

する事
じ

項
こう

【No. 41】 建
けん

築
ちく

物
ぶつ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、「建
けん

築
ちく

基
き

準
じゅん

法
ほう

」上
じょう

、誤
あやま

っているものはどれか。

(1 　建
けん

築
ちく

しようとする場
ば

合
あい

に建
けん

築
ちく

の確
かく

認
にん

の申
しん

請
せい

が必
ひつ

要
よう

な建
けん

築
ちく

物
ぶつ

について、大
だい

規
き

模
ぼ

の模
も

様
よう

替
が

えをしよ

うとする場
ば

合
あい

は、確
かく

認
にん

の申
しん

請
せい

が必
ひつ

要
よう

である。

(2 　建
けん

築
ちく

しようとする場
ば

合
あい

に建
けん

築
ちく

の確
かく

認
にん

の申
しん

請
せい

を必
ひつ

要
よう

としない建
けん

築
ちく

物
ぶつ

であれば、建
けん

築
ちく

基
き

準
じゅん

法
ほう

は適
てき

用
よう

されない。

(3 　建
けん

築
ちく

の確
かく

認
にん

の申
しん

請
せい

が必
ひつ

要
よう

な建
けん

築
ちく

物
ぶつ

を建
けん

築
ちく

する工
こう

事
じ

は、確
かく

認
にん

済
ずみ

証
しょう

の交
こう

付
ふ

を受
う

けた後
あと

でなければ

工
こう

事
じ

をすることはできない。

(4 　建
けん

築
ちく

の確
かく

認
にん

の申
しん

請
せい

が必
ひつ

要
よう

な建
けん

築
ちく

物
ぶつ

を建
けん

築
ちく

する工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

者
しゃ

は、当
とう

該
がい

工
こう

事
じ

に係
かか

る設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

を当
とう

該
がい

工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

に備
そな

えておかなければならない。

※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

 No.39 から No.48 までの 10 問
もん

題
だい

のうちから 8 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し、解
かい

答
とう

してください。

(前期)２級管工事(１次).indd   13(前期)２級管工事(１次).indd   13 2026/05/15   16:07:552026/05/15   16:07:55
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【No. 42】 次
つぎ

のうち、「建
けん

築
ちく

基
き

準
じゅん

法
ほう

」上
じょう

、建
けん

築
ちく

物
ぶつ

に設
もう

ける 中
ちゅう

央
おう

管
かん

理
り

方
ほう

式
しき

の空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

設
せつ

備
び

の性
せい

能
のう

と

して、居
きょ

室
しつ

における基
き

準
じゅん

が、定
さだ

められていないものはどれか。

(1 　絶
ぜっ

対
たい

湿
しつ

度
ど

(2 　一
いっ

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

の含
がん

有
ゆう

率
りつ

(3 　浮
ふ

遊
ゆう

粉
ふん

じんの 量
りょう

　

(4 　気
き

流
りゅう

　

【No. 43】 請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

書
しょ

に記
き

載
さい

しなければならない事
じ

項
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、「建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

」 上
じょう

、

定
さだ

められていないものはどれか。

(1 　工
こう

事
じ

内
ない

容
よう

(2 　請
うけ

負
おい

代
だい

金
きん

の額
がく

(3 　天
てん

災
さい

その他
た

不
ふ

可
か

抗
こう

力
りょく

による工
こう

期
き

の変
へん

更
こう

又
また

は損
そん

害
がい

の負
ふ

担
たん

及
およ

びその額
がく

の算
さん

定
てい

方
ほう

法
ほう

に関
かん

する定
さだ

め

(4 　下
した

請
うけ

契
けい

約
やく

を 行
おこな

う場
ば

合
あい

の下
した

請
うけ

負
おい

人
にん

の名
めい

称
しょう

　

【No. 44】 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

の許
きょ

可
か

を受
う

けた建
けん

設
せつ

業
ぎょう

者
しゃ

が、工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

に置
お

く主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、

「建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

」上
じょう

、誤
あやま

っているものはどれか。

(1 　主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

は、当
とう

該
がい

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

の作
さく

成
せい

、工
こう

程
てい

管
かん

理
り

、品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

その他
た

の技
ぎ

術
じゅつ

上
じょう

の管
かん

理
り

及
およ

び当
とう

該
がい

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

に 従
じゅう

事
じ

する者
もの

の技
ぎ

術
じゅつ

上
じょう

の指
し

導
どう

監
かん

督
とく

の 職
しょく

務
む

を誠
せい

実
じつ

に 行
おこな

わなけれ

ばならない。

(2 　工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

における建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

に 従
じゅう

事
じ

する者
もの

は、主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

がその 職
しょく

務
む

として 行
おこな

う指
し

導
どう

に 従
したが

わなければならない。

(3 　一
いっ

級
きゅう

建
けん

築
ちく

士
し

免
めん

許
きょ

の交
こう

付
ふ

を受
う

けた者
もの

は、管
かん

工
こう

事
じ

の工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

に置
お

く主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

の要
よう

件
けん

に該
がい

当
とう

す

る。

(4 　 2 級
きゅう

管
かん

工
こう

事
じ

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

検
けん

定
てい

の第
だい

二
に

次
じ

検
けん

定
てい

に合
ごう

格
かく

した者
もの

は、管
かん

工
こう

事
じ

の工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

に置
お

く主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

の要
よう

件
けん

に該
がい

当
とう

する。
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【No. 45】 屋
おく

内
ない

消
しょう

火
か

栓
せん

設
せつ

備
び

に関
かん

する文
ぶん

中
ちゅう

、 　 内
ない

に当
あ

てはまる数
すう

値
ち

として、「消
しょう

防
ぼう

法
ほう

」

上
じょう

、正
ただ

しいものはどれか。

易
い

操
そう

作
さ

性
せい

1 号
ごう

消
しょう

火
か

栓
せん

の 消
しょう

防
ぼう

用
よう

ホースの長
なが

さは、当
とう

該
がい

易
い

操
そう

作
さ

性
せい

1 号
ごう

消
しょう

火
か

栓
せん

のホース接
せつ

続
ぞく

口
こう

からの水
すい

平
へい

距
きょ

離
り

が 　 m の範
はん

囲
い

内
ない

の当
とう

該
がい

階
かい

の各
かく

部
ぶ

分
ぶん

に有
ゆう

効
こう

に放
ほう

水
すい

することがで

きる長
なが

さとする。

(1 　15

(2 　20

(3 　25

(4 　30

【No. 46】 騒
そう

音
おん

の規
き

制
せい

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、「騒
そう

音
おん

規
き

制
せい

法
ほう

」上
じょう

、誤
あやま

っているものはどれか。

(1 　特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

とは、建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

の規
き

定
てい

による特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

業
ぎょう

の許
きょ

可
か

を受
う

けた 業
ぎょう

者
しゃ

が 行
おこな

う作
さ

業
ぎょう

を

いう。

(2 　指
し

定
てい

地
ち

域
いき

内
ない

における特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

の実
じっ

施
し

の 届
とどけ

出
で

の事
じ

項
こう

には、騒
そう

音
おん

の防
ぼう

止
し

の方
ほう

法
ほう

が含
ふく

まれる。

(3 　指
し

定
てい

地
ち

域
いき

内
ない

では、特
とく

定
てい

工
こう

場
じょう

等
とう

において発
はっ

生
せい

する騒
そう

音
おん

及
およ

び特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

に 伴
ともな

って発
はっ

生
せい

する騒
そう

音
おん

について規
き

制
せい

される。

(4 　指
し

定
てい

地
ち

域
いき

内
ない

に特
とく

定
てい

工
こう

場
じょう

等
とう

を設
せっ

置
ち

している者
もの

は、当
とう

該
がい

特
とく

定
てい

工
こう

場
じょう

等
とう

に係
かか

る規
き

制
せい

基
き

準
じゅん

を 遵
じゅん

守
しゅ

しな

ければならない。

【No. 47】 浄
じょう

化
か

槽
そう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、「浄
じょう

化
か

槽
そう

法
ほう

」上
じょう

、誤
あやま

っているものはどれか。

(1 　 浄
じょう

化
か

槽
そう

工
こう

事
じ

業
ぎょう

を 営
いとな

もうとする者
もの

は、当
とう

該
がい

業
ぎょう

を 行
おこな

おうとする区
く

域
いき

を管
かん

轄
かつ

する都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

知
ち

事
じ

の登
とう

録
ろく

を受
う

けなければならない。

(2 　 浄
じょう

化
か

槽
そう

工
こう

事
じ

を 行
おこな

うときは、 1 級
きゅう

又
また

は 2 級
きゅう

管
かん

工
こう

事
じ

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

技
ぎ

士
し

が、 自
みずか

ら工
こう

事
じ

を 行
おこな

うか、実
じっ

地
ち

に監
かん

督
とく

しなければならない。

(3 　 浄
じょう

化
か

槽
そう

工
こう

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、 浄
じょう

化
か

槽
そう

工
こう

事
じ

の現
げん

場
ば

ごとに、その見
み

やすい場
ば

所
しょ

に、氏
し

名
めい

又
また

は名
めい

称
しょう

、登
とう

録
ろく

番
ばん

号
ごう

等
とう

を記
き

載
さい

した 標
ひょう

識
しき

を掲
かか

げなければならない。

(4 　 浄
じょう

化
か

槽
そう

を新
あら

たに設
せっ

置
ち

する場
ば

合
あい

、使
し

用
よう

開
かい

始
し

後
ご

3 か月
げつ

を経
けい

過
か

した日
ひ

から 5 か月
げつ

間
かん

の期
き

間
かん

内
ない

に、指
し

定
てい

検
けん

査
さ

機
き

関
かん

の 行
おこな

う水
すい

質
しつ

に関
かん

する検
けん

査
さ

を受
う

けなければならない。
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【No. 48】 廃
はい

棄
き

物
ぶつ

に 関
かん

す る 記
き

述
じゅつ

の う ち、「廃
はい

棄
き

物
ぶつ

の 処
しょ

理
り

及
およ

び 清
せい

掃
そう

に 関
かん

す る 法
ほう

律
りつ

」 上
じょう

、

誤
あやま

っているものはどれか。

(1 　建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の現
げん

場
ば

事
じ

務
む

所
しょ

から排
はい

出
しゅつ

される生
なま

ごみ、新
しん

聞
ぶん

、雑
ざっ

誌
し

等
とう

は、一
いっ

般
ぱん

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

である。

(2 　事
じ

業
ぎょう

活
かつ

動
どう

に 伴
ともな

って 生
しょう

じた廃
はい

棄
き

物
ぶつ

で、金
きん

属
ぞく

くずは、産
さん

業
ぎょう

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

である。

(3 　事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、産
さん

業
ぎょう

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

管
かん

理
り

票
ひょう

を、産
さん

業
ぎょう

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

の種
しゅ

類
るい

ごとにせず、一
いっ

括
かつ

して交
こう

付
ふ

することが

できる。

(4 　産
さん

業
ぎょう

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

管
かん

理
り

票
ひょう

の交
こう

付
ふ

者
しゃ

は、処
しょ

分
ぶん

受
じゅ

諾
だく

者
しゃ

から、最
さい

終
しゅう

処
しょ

分
ぶん

が 終
しゅう

了
りょう

した旨
むね

等
とう

を記
き

載
さい

した産
さん

業
ぎょう

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

管
かん

理
り

票
ひょう

の写
うつ

しの送
そう

付
ふ

を受
う

けたときは、当
とう

該
がい

管
かん

理
り

票
ひょう

の写
うつ

しを、当
とう

該
がい

送
そう

付
ふ

を受
う

けた日
ひ

から 5 年
ねん

間
かん

保
ほ

存
ぞん

しなければならない。
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【No. 49】 工
こう

程
てい

表
ひょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

適
てき

当
とう

でないものは二
ふた

つあるので、二
ふた

つとも答
こた

えなさい。

(1 　工
こう

程
てい

表
ひょう

作
さく

成
せい

時
じ

に考
こう

慮
りょ

すべき事
じ

項
こう

としては、土
ど

日
にち

祝
しゅく

祭
さい

日
じつ

の作
さ

業
ぎょう

制
せい

限
げん

、試
し

運
うん

転
てん

調
ちょう

整
せい

の期
き

間
かん

等
とう

が

ある。

(2 　バーチャート工
こう

程
てい

表
ひょう

は、ネットワーク工
こう

程
てい

表
ひょう

に比
くら

べて各
かく

作
さ

業
ぎょう

の 順
じゅん

序
じょ

関
かん

係
けい

が明
めい

確
かく

である。

(3 　ネットワーク工
こう

程
てい

表
ひょう

は、工
こう

事
じ

途
と

中
ちゅう

での計
けい

画
かく

変
へん

更
こう

に対
たい

処
しょ

しやすい。

(4 　ガントチャート工
こう

程
てい

表
ひょう

は、全
ぜん

体
たい

進
しん

行
こう

度
ど

の把
は

握
あく

に適
てき

している。

【No. 50】 機
き

器
き

の据
すえ

付
つ

けに関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

適
てき

当
とう

でないものは二
ふた

つあるので、二
ふた

つとも答
こた

えなさい。

(1 　アンカーボルトは、機
き

器
き

据
すえ

付
つ

け後
ご

、 頂
ちょう

部
ぶ

からねじ山
やま

が出
で

ない長
なが

さとする。

(2 　呼
よ

び番
ばん

号
ごう

3 の遠
えん

心
しん

送
そう

風
ふう

機
き

を天
てん

吊
つ

りする場
ば

合
あい

、形
かた

鋼
こう

を溶
よう

接
せつ

枠
わく

組
ぐ

みした架
か

台
だい

上
じょう

に据
す

え付
つ

け、架
か

台
だい

は 上
じょう

部
ぶ

スラブ鉄
てっ

筋
きん

に緊
きん

結
けつ

されたアンカーボルトで固
こ

定
てい

する。

(3 　冷
れい

却
きゃく

塔
とう

の補
ほ

給
きゅう

水
すい

口
こう

の高
たか

さは、補
ほ

給
きゅう

水
すい

タンクの低
てい

水
すい

位
い

から 3 m 以
い

上
じょう

低
ひく

くなるように据
す

え付
つ

ける。

(4 　遠
えん

心
しん

送
そう

風
ふう

機
き

のコンクリート基
き

礎
そ

の高
たか

さは、100 mm 程
てい

度
ど

とする。

【No. 51】 配
はい

管
かん

の施
せ

工
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

適
てき

当
とう

でないものは二
ふた

つあるので、二
ふた

つとも答
こた

えなさい。

(1 　ポリエチレン管
かん

の接
せつ

合
ごう

には、メカニカル接
せつ

合
ごう

や電
でん

気
き

融
ゆう

着
ちゃく

接
せつ

合
ごう

がある。

(2 　雨
う

水
すい

ますには、ます内
ない

に排
はい

水
すい

や固
こ

形
けい

物
ぶつ

が滞
たい

留
りゅう

しないようにインバートを設
もう

ける。

(3 　排
はい

水
すい

用
よう

硬
こう

質
しつ

塩
えん

化
か

ビニルライニング鋼
こう

管
かん

は、ねじ接
せつ

合
ごう

とする。

(4 　鋼
こう

管
かん

のねじ加
か

工
こう

には、切
せっ

削
さく

ねじ加
か

工
こう

と転
てん

造
ぞう

ねじ加
か

工
こう

がある。

※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

 No.49 から No.52 までの問
もん

題
だい

の正
せい

解
かい

は、 1 問
もん

について二
ふた

つです。

　 当
とう

該
がい

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

欄
らん

の正
せい

解
かい

と思
おも

う数
すう

字
じ

を二
ふた

つぬりつぶしてください。

　  1 問
もん

について、一
ひと

つだけぬりつぶしたものや、三
みっ

つ以
い

上
じょう

ぬりつぶしたものは、正
せい

解
かい

となりま
せん。

※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

 No.49 から No.52 までの 4 問
もん

題
だい

は必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

です。全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。
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【No. 52】 ダクト及
およ

びダクト附
ふ

属
ぞく

品
ひん

の施
せ

工
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

適
てき

当
とう

でないものは二
ふた

つあるので、二
ふた

つとも答
こた

えなさい。

(1 　共
とも

板
いた

フランジ工
こう

法
ほう

ダクトの接
せつ

続
ぞく

は、フランジ押
お

さえ金
かな

具
ぐ

のみで 行
おこな

い、ボルト・ナットを使
し

用
よう

しない。

(2 　 長
ちょう

方
ほう

形
けい

ダクトの断
だん

面
めん

のアスペクト比
ひ

（ 長
ちょう

辺
へん

と短
たん

辺
ぺん

の比
ひ

）は、原
げん

則
そく

として、 4 以
い

下
か

とする。

(3 　 長
ちょう

方
ほう

形
けい

ダクトの板
いた

厚
あつ

は、ダクトの 周
しゅう

長
ちょう

により決
けっ

定
てい

する。

(4 　隠
いん

ぺい部
ぶ

に防
ぼう

火
か

ダンパーを設
せっ

置
ち

する場
ば

合
あい

には、450 mm × 450 mm 以
い

上
じょう

の点
てん

検
けん

口
こう

を設
もう

ける。
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